
 

「新型コロナウイルス」ワクチン接種の進め方について（緊急提言） 

 

 

２月１７日、「新型コロナウイルス」ワクチンの医療従事者に対する先行接種

が開始されるとともに、１９日には河野太郎大臣から、従来３月中旬頃とされて

いた医療従事者等に対する優先接種を３月早々から開始することとし、出荷す

るワクチン数量が発表された。 

我が国が新型コロナウイルス感染症を克服するためには、いよいよ開始され

たワクチン接種を何としても成功させ、「国家レベルで集団免疫」を獲得するこ

とが切り札となる。 

一方、いまだかつて経験したことのない「全国民を対象にしたワクチン接種」

を円滑に進めるためには、全国各地で十分な人材、資材、接種場所等の確保など

万全の準備を整える必要がある。そこで、実際の接種を進めるに当たっては、こ

れまでのワクチン接種はもとより、新型コロナ対策における経験を踏まえつつ、

接種体制、システム、副反応や医療機関の負荷軽減など、「国民の安全・安心を

第一に進めていく」との基本姿勢で臨まなくてはならず、しっかり検証を行いな

がら、丁寧に進めることが不可欠である。  

また、ワクチン接種に携わっていただく医療人材については、新型コロナへの

対応や通常診療を行っていただいており、その負担について十分に配慮する必

要がある。 

ついては、政府におかれては、現場の状況を踏まえ、下記の項目について十分

かつ丁寧に対処されるよう提言する。 

 

 

１．医療従事者等に対する優先接種に際しては、当初の予定より百万人増加する

こととなった優先接種対象者への適切な対応も含め、ワクチンの総数を十分

に確保・供給し、できる限り速やかに医療従事者等への優先接種を完了し、高

齢者に対する優先接種への移行を図ること。また、各都道府県の実情に応じた

接種が円滑に実施できるよう、ワクチン供給の範囲内で都道府県において弾

力的に対応できる仕組みとするとともに、医療従事者等への負荷軽減や確実

な体制整備を進めながら、現実的なスケジュールのもとに、丁寧かつ着実に進

めること。 

  

 

 



２．４月から始まる予定の高齢者に対する優先接種については、医療従事者等に

対する優先接種以上に大規模なものであり、安全かつ円滑に全国での接種が

行われるよう、各自治体と緊密に連携し、接種体制、副反応、医療機関の負荷

軽減やシステム運用などをしっかりと検証しながら課題を洗い出し、改善に

つなげるとともに、地域の実情に応じ丁寧に進めていくことが望まれる。その

際、医療従事者等の優先接種の進捗見込みも念頭に、医療機関の負荷軽減にも

配慮する必要がある。ついては、４月からの高齢者への優先接種に際しては、

安全かつ円滑な実施と高齢者の安心のため、例えば実証を兼ねて段階的に接

種範囲を広げ検証・改善を着実に行うなど、ワクチン供給体制を踏まえた現実

的なスケジュールのもと丁寧に進めること。 

 

 

３．ワクチン接種を円滑に推進するため、現場での準備が進み始めている現状に

鑑み、国として直ちに、今後のスケジュール等について、その目安を示すとと

もに、ワクチンの種類や量、供給時期及び副反応等についての情報を現場と十

分に共有し、国と地方で接種体制やシステムも含めた諸課題について共同で

検証しながら丁寧かつ着実に進めること。 
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